








研究目的

　母親の高令化にともなって,先天異常児の出生頻度が急激に増加してくるこ

とはいまや周知の事実であり,染色体異常を伴うものでも既に G-,E-,D-

trisomy,Klinefelter 症候群,triplo-x 症候群などがある。これらは何れも母

親の年令が 35 才以上,あるいは 40 才を越えると,父親の年令とは無関係に出生

頻度が急に上昇してくるもので,原因は専ら卵果の老化,とくに卵母細胞の異常

化と考えられており,klinfelter 症候群のように第 1 減数分裂の不分離でおこ

ることが伴性遺伝の立場から証明されているものもある。


